
◉ 「特集」のテーマ（2025年６月号～ 2026年５月号）
2025年６月号 ― わが国のコーポレート・ガバナンス
　　　７月号 ― 令和７年国勢調査の意義と役割
　　　８月号 ― 行政情報のミクロデータ研究
　　　９月号 ― 税務情報のミクロデータ研究
　　　10月号 ― 公的統計のミクロデータ研究
　　　11月号 ― 加速する少子化
　　　12月号 ― 日本発の統計的方法
2026年１月号 ― 日本のサービス貿易の実態と課題
　　　２月号 ― 医療、介護産業の生産性
　　　３月号 ― 高齢社会における金融資産－実態と課題
　　　４月号 ― 令和８年経済センサス－活動調査の意義と役割
　　　５月号 ― コメ：破格な主食の持続可能性
（注）「特集」のテーマは、社会経済の動向により見直す場合もあります。

◉ 連　載
• 国際統計制度とは何か
　…2021年１月号から隔月

2025年３月号まで連載
•高校における統計・データサイエ
ンス教育の最前線

　…2021年７月号～毎月12月号まで
　　2023年１月号～毎月７月号まで
　　2024年３月号～2025年２月号、
2026年１月号まで連載

•滋賀大学におけるデータサイエン
スの産官学連携

　…2025年４月号から毎月
•労働力調査の80年
　…2025年４月号から毎月
• ISLP国際統計ポスターコンペティション
　…2026年２月号から毎月
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・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

論考・論文
　　・家計の金融資産と公的年金
　　・日本の家計貯蓄率の過去と将来
　　・家計金融資産の現状と将来－個人マネーは本当に目覚めたのか？
　　・公的統計による家計金融資産の統合的把握
寄　稿
　　・続調査統計の未来へ（続き-２）
　　・「世界統計の日フォーラム2025」について
統計ウォッチング
　　・景気ウォッチャー調査で振り返る2025年の日本経済
統計寸評
　　・物価の動向について
連　載
　　・滋賀大学におけるデータサイエンスの産官学連携（12） 
　　　　　　　　－滋賀県の取り組み 自治体×大学で挑むEBPM実践と人材育成－
　　・労働力調査の80年（12）　－層化基準と調査区の切替え、調査結果の推定と遡及－
　　・ISLP（International Statistical Literacy Project）国際統計ポスターコンペティション（2）
　　　　　　　　－国際統計ポスターコンペティション挑戦から見えたこと 高校生の部受賞－
統計利活用コーナー
　　・統計データ分析コンペティション2025受賞論文　大学生・一般の部　総務大臣賞
英国王立統計学会機関誌Significanceから
　　・Anna Demming 著

　“LLM “metalinguistic” capabilities are creating a stir - here's why”抄訳と解説
書　評
　　・廣瀬 慧　著　『統計学の考え方』
―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―

◆ ３月号の予定 ◆

家計の金融資産は老後の生活資金源など国民生活の安定に大きな役割を持つ同時
に、投資や消費を通じて経済の活性化に寄与する重要な要素である。日本の家計
金融資産は高齢者を中心に着実に増加を続けており、政府が「金融資産立国」を
掲げるなど政策面でも注目されている。本特集では家計の金融資産保有の実態を
多面的に分析し、その課題を考察する。

特 集　「高齢社会における金融資産－実態と課題」
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